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●「　　　　　　」へご意見・ご感想をお寄せください。
（一財） 北海道開発協会広報研修出版部
〒001－0011
札幌市北区北11条西２丁目セントラル札幌北ビル
電話 011（709）5212　　
e-mail:pr@hkk.or.jp

●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

2 月 1日（木）
食と観光でデザインする～世界を魅了する後志のつくりかた～
　※詳細は52ページをご覧ください。

2 月15日（木）
シンポジウム「SDGs時代を迎えた北海道の国際貢献」
　※詳細は55ページをご覧ください。

2 月20日（火）～22日（木）
第61回北海道開発技術研究発表会
2 月20日（火）
11:00～12:00　北海道開発局研修センター　 2 階講堂
　　　　　　  札幌市東区北 6 条東12丁目
　基調講演
　　「2016年 8月北海道豪雨災害からの教訓と将来への提言」
　　　清水　康行　氏（北海道大学大学院工学研究院教授）
2 月20日（火）
8:55～16:55　北海道開発局研修センター
2 月21日（水）
8:55～17:05　北海道開発局研修センター
2 月22日（木）
9:00～16:20　北海道開発局研修センター
　●参加費　無料
　主催／国土交通省北海道開発局、
　　　　国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　後援／（一財）北海道開発協会
　問い合わせ／北海道開発局事業振興部技術管理課
　　　　　　  TEL 011-709-2311（内線5489）

国営滝野すずらん丘陵公園
　 2月 3日（土）・4日（日）
　たきのスノーフェスティバル
　　 雪遊び体験や冬花火、キャラクターショーなど様々なイベ
ントを開催します。

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　つどいの森（当日直接現地へ）
　　　●時　間　9:00～18:30
　 2月18日（日）
　森フェス～2018winter～
　　雪遊び体験や尻すべり選手権、音楽ライブなどを開催します。
　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の交流館（当日直接現地へ）
　　　●時　間　10:00～15:00
　※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。

3 月 6日（火）
「世界のルールの作り方・使い方」　第5回　「グローバル化」って 
なんだろう？－わが国における現状と法的課題－
　第1部　具体的な事例をふまえたレクチャー
　　北海道大学大学院法学研究科教授　嶋　拓哉　氏
　第 2 部　希望者向け　図書館見学
　　北海道大学附属図書館調査支援担当
　●参加費　無料
　●場　所　北海道大学附属図書館　本館 4 階・大会議室
　●時　間　13:00～16:00
※ 申し込みは、下記のサイトのWEBフォームよりお申込みください。
（URL：http://www.juris.hokudai.ac.jp/ad/event/20180306/）
主催／ 北海道大学大学院法学研究科（附属高等法政教育研究

センター、法学政治学資料センター）、北海道大学附属
図書館

共催／（一財）北海道開発協会

56 ’18.2

　梶井祥子札幌大谷大学教授が、本誌1月号「ク
ローズアップ」に書かれた三笠・鹿追両高校の挑
戦のレポートを読まれた方も多いかと思います。
地域の活性化のために行政はどんな重点化策を打
つべきか、との視点にたつと「それは高校だ」と
指摘する方々は意外に多く、いかにして高校を魅
力的にするか、心ある方々が息長く取り組んでお
られます。年末の助成研究発表でも、北海道で高
校が廃校した自治体の実態とその支援について、
積丹地域の子どもたちのアンケートを基に考察結
果が発表されました。人口が減る時代に各地元に
高校が存続するのは無理であり、この際、自宅通
学は諦めて広域の寮生活でも可、と割り切っては
どうでしょう。寮生活は社会力が磨かれ、その後
の人生にプラス。寮生活歴4年の当方は、寮は人
間力をも向上させると断言したい。暗くなる必要
はないのです。 （草苅）

研究所だより


